
『ジャイロプレス工法』

一般社団法人 全国圧入協会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ただ今、ご紹介頂きました　(一社)全国圧入協会の　西村と申します。
本日はこの会場で2名、施工現場で4名の　合計６名のスタッフでご説明しております。どうぞよろしくお願いします。
本日は、「最新の圧入工法及び圧入施工の自動化」　について説明いたします。　【改行】

お手元の工法カタログやパワーポイントのレジメ等の資料をご参考にしてしてください。
※時間目安は、　　1４：５０　スタート



目 次

１．圧入工法の基礎知識

２．ジャイロプレス工法

３．施工実績

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日のプログラムです。
１．(一社)全国圧入協会について　　
２．圧入工法の基礎知識　
３．ジャイロプレス工法
４．圧入施工の自動化です。　【改行】　　　

※お手元のレジメ印刷は、抜粋したものを印刷しております。
　ご了承ください。
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１．圧入工法の基礎知識

２．ジャイロプレス工法

３．施工実績

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、私ども(一社)全国圧入協会についてです。



圧入工法の基礎知識

◇圧入工法の施工原理

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず最初に、圧入工法の施工原理です。
油圧式杭圧入引抜機は、すでに地中に押し込まれた３～４本の杭をしっかりと掴み、その引き抜かれまい　
とする引抜抵抗力を反力として、新たな1本の杭を静荷重で地中に押し込みます。
反力を利用するため、小さな機体から大きなエネルギーを発揮することができます。
施工原理から、振動・騒音がないのが最大の特徴です。★ 




ノンステージング工法

◇ノンステージング工法

圧入工法の基礎知識

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
すでに施工完了した杭の天端を作業基盤として、杭の搬送、吊り込み、圧入の全工程を行います。反力杭をつかんだ機械は常に安定し、効率よく作業を進めます。（間をおく）
この技術は「環境賞」や「日本機械学会賞」などを受賞し、地球に優しい技術として評価されています。【改行】 　（ﾋﾞﾃﾞｵ　５１秒）　
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先端ビット付鋼管杭の自走式回転圧入工法

2006.5～2017.4 ＮＥＴＩＳ 登録 KT-060020-VE 活用促進技術

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ジャイロプレス工法は2006年5月～昨年の2017.4月までNETIS登録され、活用促進技術として高い位置づけの技術です。
NETIS登録により、この10年間で飛躍的に工法普及が進んでいます。　
平成１６年度からの施工実績は３５５件。（国交省発注工事は８２件、地方自治体２４０件、その他３３件

NETIS登録は終わりましたが、
国土交通省「土木設計業務等共通仕様書（案）」に詳細設計における工法等の選定は、NETIS登録掲載期間終了技術
を含む従来技術と、NETIS登録技術を積極的に活用するための検討を行う　と記述があります。
引き続き、工法検討をお願いします。



＋

圧 入
・無振動、無騒音施工
・機体の安定性（転倒しない）
・機体の機動性（小型、自走）
・高い精度で施工

回 転
・周面摩擦抵抗の低減
・先端抵抗の軽減
・杭の変形や偏心を抑制
・地中障害物の切削

ジャイロプレス工法
◇工法概要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、工法概要です。　ジャイロプレス工法は先端リングビット付きの鋼管杭を、回転圧入により硬質地盤やコンクリート構造物へ貫入可能な新技術です。

主な特徴としては、
①先端リングビットにより鋼管杭の板厚分のみを回転切削することで施工でき、　従来工法より効率的である。
②鋼管内の土砂を排土せずに施工可能で環境にやさしい
③回転圧入により、周面摩擦抵抗や先端抵抗を低減させるとともに、杭材の変形や偏心を抑制するので施工精度が高い。
④圧入械はコンパクトであり、水上、狭隘地、空頭制限がある現場など、厳しい現場条件でも施工可能。




◇先端リングビット付鋼管杭 ～障害物先行削孔杭～◇先端リングビット付鋼管杭 ～本 杭～

水配管

ビット

３．ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
鉄筋コンクリート構造物へ圧入する必要がある現場は、このビットがたくさんついた先行掘削杭を使用して、時間短縮をはかります。
ビットが摩耗すれば、簡単に交換できるようになっています。
鉄筋コンクリート構造物を貫通させれば、先行掘削杭を引抜、本杭を建て込んで回転圧入させます。
ビットの個数は鋼管杭径、施工地盤によって設定します。回転圧入によりビットが熱を持ってきますのでその冷却と
鋼管内の土砂が閉塞するのを防止するため、水配管を行って水を注水します。　Max60L/分

今回の現場では、行削孔杭を使用して6.2ｍ先行掘削。本杭で残り9.5ｍを圧入。
ビットは、18個。Φ1500　L=18.5m



F401-G1200

GRV1026(ＳＰ7）

GRV0615（ＳＰ3） GRV0926（ＳＰ4）

GRV1226（ＳＰ5）

GRAL1015（ＳＰ6） GRAL1520（ＳＰ8）

引抜力 1600kN～3500kN

圧入力 1500kN～3000kN

適用杭径 φ500～1500㎜

◇適用鋼管杭径

３．ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
適用鋼管杭です。ジャイロパイラーは鋼管杭径により、機種が分かれています。φ500～1500まで適用できるようになっています。★
Φ500～600、φ800～1000、φ100～1200、φ1200～1500



圧入力 4000kN
引抜力 4000kN

GRV2540（ＳＰ11）

◇適用鋼管杭径

適用杭径 φ2000～2500㎜

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このジャイロパイラーは、φ2000～2500までの大口径鋼管杭に適用できます。　もちろん圧入機では世界最大です。
本体重量105ｔを4分割（クランプサドル　38ｔ、チャック29.4ｔ、マスト11.7ｔ、スライドベース25.7ｔ）ヤットイコ16.8ｔ



厚さ80cm、σck=24N/mm2、D16@250×3段

◇鉄筋コンクリートへの圧入試験

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
鉄筋コンクリートへの圧入試験です。
厚さ80ｃｍ、σck=24N/mm2、D16の鉄筋を@250メッシュ状×3段
板厚部分のみを切除しますので、効率的。　　（ﾋﾞﾃﾞｵ　１５秒）　【改行】

削孔時間　　　無筋コンクリート４５分／ｍ、　鉄筋コンクリート６０分／ｍ






◇捨石層への圧入試験
＜試験内容＞捨石層(3.7m)への削孔試験。

花崗岩の一軸圧縮強度 = 30～260Ｎ/mm2

圧入時間 60分/3.7ｍ

捨石
3.7ｍ

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは捨て石層への圧入試験です。
よく港湾での構造物は、護岸の洗堀を防止するために捨石層が構築されています。人工的に花崗岩の捨て石層3.7Ｍを
つくって鋼管杭の圧入試験をおこなったもの。花崗岩の一軸圧縮強度 = 30～260Ｎ/mm2
捨て石層への圧入時間　3.7ｍを60分　（約16分/ｍ）



◇捨石層への圧入試験

ジャイロプレス工法



等辺山形鋼

◇杭間処理 ①等辺山形鋼

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
杭間処理についてです。　ジャイロプレス工法で圧入する鋼管杭には、継ぎ手が設けられません。継手処理として3つの方法を説明します。
①継手部材として等辺山形鋼を圧入します。等辺山形鋼は打ち下げ装置を使用して圧入します。

山留めだけでなく、止水が求められる場所でも実績があります。　【改行】



◇杭間処理 ③小口径鋼管＋モルタル充填

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
③小口径鋼管（φ３１８．５mm）をダブルに2本圧入し、モルタルを充填する方法です。　【改行】



締切状況 杭天端から約９ｍ掘削

◇杭間処理 ③小口径鋼管＋モルタル充填

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
締め切り後、内部を掘削しました。杭天端から９ｍ掘削していますが、馬から高い止水ができています。　【改行】

※時間目安は、　２４分（１５：１４）




ジャイロプレス工法

表面処理方法（重防食被覆）



表面処理方法（ペトロラタム被覆防食＋ＦＲＰ保護カバー）

ジャイロプレス工法



ジャイロプレス工法

表面処理方法（現場打ち）



ジャイロプレス工法
表面処理方法（二次製品）



搬送装置に笠コンブロックを設置（桟橋上のクレーンを使用）搬送装置により笠コンブロックを場内小運搬搬送装置により笠コンブロックを場内小運搬（クランプクレーン引き渡し）笠コンブロック設置（クランプクレーンを使用）笠コンブロック設置（完工）

ジャイロプレス工法
表面処理方法（二次製品）



◇海岸防潮堤の比較例

ジャイロプレス工法

施工延長100m当り

29,560万円 21,890万円（74％）

247日 101日（41％）

重力式コンクリート

11
m

L=14.3ｍ ＠1.38m
鋼管杭φ1200 ｔ12

砂岩・泥岩互層

N値200～250

擁壁コンクリート

11
m

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
海岸防潮堤の比較例です。
重力式コンクリート防潮堤と鋼管杭による防潮堤の比較を行っています。土質はN値100程度の泥岩であり、
鋼管杭φ1200　長さ14.3ｍをジャイロプレス工法で施工するものです。
施工延長100ｍ当りで比較しますと、
工費は、2億9560万円に対し鋼管杭を使用した防潮堤は2億1890万円で74％の比率。
工期は247日に対し、101日で41％の比率です。　　
地盤に鋼管杭を連続に打ち込んでいるので、地震動や津波・高潮に強い構造となっています。

※他工法との鋼管杭圧入比較
　ケーシング回転切削砂置換杭工法後の中掘工法との比較
　（経済性は約20％削減、工期は70％短縮）
　水上や傾斜地であれば仮設桟橋等が追加される。
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藤 沢 市

鎌 倉 市

道路擁壁 約１.4ｋｍ

七里ヶ浜海岸

相模湾（太平洋）

鋼管杭連続壁による道路擁壁の改良、延長１４００ｍ

江 ノ 島
稲村ケ崎

道路災害防除工事/神奈川県鎌倉市

鎌 倉 市

◇施工実績（道路擁壁改良）

神奈川県藤沢土木事務所発注

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからはジャイロプレス工法による、代表的な施工実績をご紹介します。
神奈川県鎌倉市の国道134号線　道路擁壁の災害復旧工事

ここは江の島に近い七里ゲ浜海岸であり、関東でも有名な観光地であります。




1.4 km

江ノ島

擁壁の崩壊

路面の陥没

基礎の老朽化

◇施工実績（道路擁壁改良）

台風波浪による

江ノ島

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
太平洋に面した神奈川県の海岸線は台風の波浪により度々大きな被害を受けています。
この写真は、2013年の台風による波浪によって擁壁が崩壊し、路面が陥没するなど被災したものです。
この国道の道路擁壁は供用50年が経過して老朽化しており、今回の改良工事に至ったものです。

施工条件は、計画延長1.4ｋｍあり工期の短い工法
波浪や地震にも強い構造物であること
観光地でもあり、道路沿いにはレストランやショップ、住宅に近く、振動・騒音が許されない
前面の砂浜を工事車両や重機で占有したくない。　など厳しい現場条件でした。




ジャイロパイラー

鋼管杭

クランプクレーン

擁壁の構造

陸側 海側

L=１３.５～２０.５ｍ

鋼管杭φ１０００
国道134号

D25鉄筋
あり

7ｍ

◇施工実績（道路擁壁改良）

砂浜

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
仮に従来工法で施工する場合、まず既設護岸を撤去するため背面側に仮設鋼矢板を施工し、最低でも片側通行となるが
交通量が多いため　道路規制できない。　並行して走る江ノ電にも影響を与える恐れがある。

既設の逆T形コンクリート擁壁には高さ7ｍ、Ｄ25の鉄筋が入っていますが、当現場の問題点をすべて解決できる
ノンステージング工法併用のジャイロプレス工法による連続鋼管杭擁壁が採用されました。
ご覧の写真のように、機能を阻害せずに工事が進んでいます。
当現場　Φ1000　Ｌ＝14.5～15.0ｍ　　118本　　2014年5月12日～８月6日　　




◇施工実績（道路擁壁改良）

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際の動画をご覧ください。


※時間目安は、　２９分（１５：２０）




提案イメージ

旧北上川護岸工事/宮城県石巻市

国土交通省北上川下流事務所発注

3～6m嵩上

◇施工実績（東日本大震災 河川護岸復旧）

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に東日本大震災による復興工事の事例です。
宮城県石巻市の旧北上川は大津波が遡上し、大きな被害が出た地域です。
河川護岸の復旧と3～6ｍの嵩上上げのため、ジャイロプレス工法による鋼管杭壁が採用になりました。

採用の主な理由は、地盤が砂礫地盤でN値200程度の非常に硬質地盤である。水上施工であるが、
仮設桟橋などの仮設工事が不要などです。
当現場は、鋼管杭φ800～1000　Ｌ＝15.5～19.5ｍ　　433本
2013年10月～2014年5月




ジャイロプレス工法
◇スキップロック工法「飛び杭施工を実現」



作業フロー

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
作業フローを解説します。　【改行】
①計画レベルまで杭を圧入します。
②後ろの「スキップロック」を吊り移動し、杭にセットします。
③打ち下げ装置で、圧入機本体を前進移動します。
④打ち下げ装置を外し、圧入機をスライドさせ、次の杭を建込、圧入を開始します。
これで3m間隔で杭が圧入できます。　【改行】
（ビデオ　１分３２秒）



釜石港

防潮堤 約４９０ｍ

岩手県オイル
ターミナル

岩手県釜石市大平地区 /防潮堤の構築
飛び杭式鋼管杭による防潮堤の構築、延長４９０ｍ

© Google

防災対策事例①ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東日本大震災の復旧工事にも数多く採用されその一つを紹介いたします。
大平地区の防潮堤は飛び杭式に鋼管杭を配列し上部をコンクリートブロックで連結する方式です。



鋼
管

杭
φ

8
0
0
 L

=
1
0
.5

～
1
7
.0

m

インプラント構造

防災対策事例①

杭構造による粘り強い防潮堤の構築

ジャイロプレス工法



スキップロック工法による飛び杭施工

L=１１～１７ｍ

鋼管杭φ８００

コンクリート

ブロック

芯材

（Ｈ鋼）

防潮堤の構造

正面 側面

防災対策事例①ジャイロプレス工法



35

防災対策事例①

コンクリート二次製品による急速施工

ジャイロプレス工法



◇ コンビジャイロ工法

圧入工法の基礎知識ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンビジャイロ工法は、剛性の高い鋼管杭と止水性に優れたハット形鋼矢板900を組み合わせた、
合理的で経済性に優れた、壁体構造です。
★主な特長は、
　・信頼性の高い、高剛性・高止水性の壁体を急速に構築できる。
　・一般的な構造材料を用いたシンプルな構造
　・鋼管杭。ピッチ調整による最適な設計
　・圧入工法による無騒音・無振動・無排土施工
　・1台の専用圧入機で施工できる



徳島県鳴門市里浦区 /防潮堤の構築
飛び杭式鋼管杭による防潮堤の構築、延長139ｍ

防災対策事例③

粟津漁港

防潮堤 約139ｍ

ジャイロプレス工法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東日本大震災の復旧工事にも数多く採用されその一つを紹介いたします。
大平地区の防潮堤は飛び杭式に鋼管杭を配列し上部をコンクリートブロックで連結する方式です。



防災対策事例③

杭構造による粘り強い防潮堤の構築

ジャイロプレス工法



防災対策事例③

鋼管杭φ600 杭ピッチ3.0m
コンビジャイロ工法による飛び杭施工

ジャイロプレス工法



防災対策事例③ジャイロプレス工法



一般社団法人 全国圧入協会

ご静聴ありがとうございました
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